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福島県立相馬高等学校第２学年
令和４年２月２５日発行

の行事予定

１日（火） 卒業式（在 １０日（木） 職員会議（７校時カット）
校生休業） １４日（月） 前期選抜合格発表（生徒休業）
２日（水） 入試準備（～４校時）１３：３０完全下校 １５日（火）、１７日（木）
３日（木） 前期選抜（生徒休業） 調べ学習発表会（各クラス）
４日（金） 前期選抜（生徒休業） １８日（金） 終業式
７日（月） 入試関係（生徒休業） ３０日（水） 離任式
９日（水） 前期選抜追検査があった場合生徒休業

卒業生による進路座談会がありました
学年末考査最終日に、昨年度の卒業生で東北大や福島大などの国立
大学に進学した先輩方をお招きして、進路座談会が行われました。参加
した生徒による質疑応答がメインで、最初こそ挙手をして質問をすること
に戸惑っていましたが、疑問や不安を次々と質問する姿が見られました。
①苦手科目の克服の仕方
・暗記をする前に背景にある理論をきちんと覚える。
・苦手科目は完璧にするのではなく、６割取れることを目標に。とにか
く勝負できる得意科目を完璧に。

②部活動との両立
・時間の使い方を工夫した。自分が朝型なのか夜型なのかによって
工夫しよう。

③受験勉強中のモチベーション
・テストをして、点数が着々と上がるのを実感する時間を作った。
・いったん休憩してみる。
・ LINEグループを作り、励まし合った。
・モチベーションが下がっても、無理に上げようとしなかった。自然と上
がるのを待ちながら、淡々と勉強した。

④推薦組（早く決まった人たち）がいる中での心のバランス
・逆に、課外で先生を独占できるので、特別感を感じていた。一般受験組と仲良くした。
・教室より、廊下が（浮かれた推薦組がいて）キレている人がいた。
・とにかく自分のことに集中するのが大切。

⑤大学生活の楽しさ
・アルバイトでお金に余裕ができる。
・一人暮らしがとにかく楽しい。生活の自由度が高くなる。
・好きな学びに集中できる。
・何をもって楽しいかによるが、楽しさを感じている人は高校時代から目的意識を持っていた人だと思う。

⑥勉強以外にやっていた方がよかったこと
・友だちの作り方。大学は高校と違って講義によって受ける人が変わるので、しっかりコミュニケーションを取るこ
とが大切。
・大学に入って彼女を作ろうと思っている人は、それは幻想なので今のうちに作っておくこと。
・部活動は高校の今しかできないから、しっかり打ち込んでいてほしい。
・大学のことについてよく調べておくこと。特に立地。生活の拠点になるので大切。福島大学は、駅前にコンビニ
が１件しかない。何かしようと思っても不便な場所。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【重要】保護者の方へ 修学旅行徴収金差額返金について

１０月に実施した修学旅行徴収金の差額返金は４，８３４円となっております。金沢市からの助成金へ
の申請等がありご連絡が遅くなりましたことをお詫び申し上げます。こちらについては、そのまま繰り越
しさせていただき、卒業時にまとめて返金させていただきます。何かご不明な点がありましたら、学校ま
でご連絡ください。 （学年会計 ３組担任 伏見裕樹 電話０２４４－３６－１３３１）

３月は入試関係で休みが多いです。この期間

に、受験を見据えた基礎学習に励みましょう。


